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研究成果の概要（和文）：漁業が漁獲対象種集団の性比を歪める時、その歪みが集団の存続にどのような影響を
及ぼすかは明らかでない。本研究では、雌が選択的に漁獲されているエビを対象に、性比と繁殖成功の関係を調
べた。その結果、雄に歪んだ性比下では（１）繁殖機会のない雄が増え、（２）集団の遺伝的多様性が減りやす
くなり、（３）雄による過剰な交尾行動は雌の繁殖力を低下させた。したがって、性比の歪みは雌雄双方の繁殖
成功の低下を起因しうると結論付けた。

研究成果の概要（英文）：Although fishing activity often targets only males or females, little is 
known about the effects of harvesting biased to one sex on population dynamics in commercial 
species. This study examined the relationship between breeding sex ratio and reproductive success of
 a shrimp population that only females were harvested. This study showed that male-biased sex ratio 
(1) increases the number of males that do not have mating opportunity, (2) tends to decrease in 
genetic diversity of the population, and (3) intensifies copulation attempt by males and depresses 
female fertility. These results suggest that sex-selective harvesting can decrease reproductive 
successes of both male and female of target species.

研究分野： 水産増殖
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（２）飼育実験の結果、雄１個体は１回の繁
殖期に３から５個体の雌と繁殖することが
可能であった（図２）
ことのできる卵数は
低下していた（図２）。各雌の体サイズと受
精卵数の関係から抱卵率を推定し
の受精率を示した繁殖回までを、
数と定義した。この値と（１）で求められた
クラッチ受精率から、雄の繁殖成功を推算し、
雌の繁殖成功を抱卵数として計算した結果、
進化的に安定な性比は
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られる
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個体を超えていた。
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本研究

比下では（１）繁殖機会のない雄が増え、

図２
横軸は
り、
のアルファベット
があったことを示している。

比に応じた父系の
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ていた（図１下）

よりも顕著に遺伝的多様性は
ことを意味している
は繁殖集団の密度の低さに起因すると推察
された。これはホッカイエビの雌は多夫性に
より遺伝的な多様性を
持つ一方で、個体数密度が低下すると
持が十分でなくなることを示唆している。

（２）飼育実験の結果、雄１個体は１回の繁
殖期に３から５個体の雌と繁殖することが
可能であった（図２）
ことのできる卵数は
低下していた（図２）。各雌の体サイズと受
精卵数の関係から抱卵率を推定し
の受精率を示した繁殖回までを、
数と定義した。この値と（１）で求められた
クラッチ受精率から、雄の繁殖成功を推算し、
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進化的に安定な性比は
推定された。各性の繁殖成功の推定値
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